第９３回エフエムぬまづ番組審議会議事録
１．開催年月日　　　　　平成２５年１１月１５日（金）午後６時～
２．開催場所　　　　　沼津市魚町１番地サンフロントビル　３Ｆ　会議室

３．委員の出欠
委員総数　　　６名
出席者数　　 ６名
　　　出席委員氏名　　　清水　義一

荻生　昌平

      　       保坂　典子

　　　　　　　　　　　　千野　真一郎
              　　　　　井上　純代
　　　　　　　　　　　　土田　智

　　　　　　　　　　
　　　　　 　　

放送事業者出席者　佐藤　恭平、　市川　隆義

４．議　　題
平成２５年１１月１１日（月）１１：３０～１２：００（放送）
　　　　　
番組名　「大学生が防災ラジオ、はじめました 」
５． eq \o\ad(審議内容,　　　　　)
（会社側：佐藤）　審議委員の皆様、お忙しい中ご出席賜り、誠にありがとうございます。本日は第９３回エフエムぬまづ番組審議会になります。本日ご審議頂きますのは、毎週月曜日昼１１時30分より放送しております「大学生が防災ラジオ、はじめました」です。１１月１１日月曜日に放送された分です。この番組は全国のコミュニティーFM４５局で放送中です。コーストFMでも今年の１０月から放送しております。今回の内容は第５９回葛飾区産業フェアでのレポートでステージ発表されたもので、災害現場にボランティアに行く際に気を付けることなど話をしております。本日は委員６名全員出席です。過半数を満たしておりますので本日の番組審議会は成立しております。

ご審議の程宜しくお願いいたします。　それではお聴き下さい。
（　番　組　聴　取　）・・・
（会社側：佐藤）　それでは、清水委員長、ご審議の程よろしくお願いいたします。

（清水委員長）　　それでは千野委員からお願いします。

（千野委員）　　　今回は特別番組で通常番組でないのでよくわからないが、防災ラジオはどこが主催で行われているのですか？
　　　　　　　　　また、通常どんな感じの放送をしているのですか？　
（会社側：佐藤）　１９９３年に創立された大学生中心のNPO特定非営利活動法人国際ボランティア学生協会が運営しています。
　　　　　　　　　今回の番組内容は葛飾区での産業フェアでの番組でして今までの体験談などの話でしたね。
　　　　　　　　　通常は防災に役立つグッツなどの紹介などもしています。また若者にラジオを通じてボランティア活動を呼びかけていますね。
（土田委員）　　　JCもボランティア協会と協定を結んでおり、私も福島に何回と訪問したのですが、その時も学生が活躍していた。しかし東京オリンピックが決まり、大手企業はそちらに人手がとられると思うので、復興が遅れると思われます。防災ラジオを放送することは大変いいことで復興の状況等を継続的に流してほしい。
　　　　　　　　　また、沼津東高校の生徒４～５名でユナイテッドチルドレン（UC）を１１月に立ち上げる予定でJCに協力を求めている。UCは浜松ではすでに活動しており、地域を舞台にどんな挑戦をしていくか自分達で考え、自分たちで創り上げるものです。
（保坂　典子）　　実際にボランティアに行った方が発信しているのがいいと思う。また、大人が行くよりも大学生の発言のほうが大学生にもできることがあることが認識され、友達なども聞くと思われていいと思う。番組の中でも話があったが大学生が一番体力もあるし活動が長くなると助かると思う。また実際行った話なのでネットで調べてもわからないことがあると思う。
（井上　純代）　　若い大学生たちが自分たちの経験とか、NPOの方が注意事項とかただ、やにくもに手伝いだけでなく、ボランティア保険など知らないことや必要なことを発信することは若い人にも広がって非常にいいと思います。ただ、何度も自分の大学名と名前をいうのはなんでかね？
（会社側　佐藤）　スタジオとか場所が変わっているのだと思いますよ。また学園祭と同じで自分をアピールしていると思います。

（荻生委員）　　　若い方が大学入試をすると入試の為に長い間６．３．３制を戦って目的意識がなくてしまして、自分が今何をしていいかわからなくなっています。そこで防災とボランティアという切り口は面白いと思う。また自分たちが災害にあった時に現場の知識を入れるのにこの番組はいいと思う。　
　　　　　　　　また、コミュニティーFMは防災と言う使命を背負っていますから、続けていくほうがいいと思う。　　
（清水委員長）　学生、我々も政府もそうですが経験、体験は非常に大きいと思います。今回のフィリピンの台風でも日本政府の対応は早くて規模
も大きいと思います。災害救助に関して日本はだいぶ勉強しましたね。
本日はこれで終わります。次回は1月１７日金曜日でお願いいたします。
　　　　　　　　

　　　　　　　
(会社側：佐藤) 　本日は大変ありがとうございました。

６．審議会での意見についてとった措置について
　　各委員からの意見や感想については今後の自社制作番組に生かし、より良い番組作りをする　検討材料としました。

　　　

７．審議会の内容の公表
　　　弊社ホームページにて公表する。
　　　

８．その他の参考事項
　　　

次回の番組審議会は平成２６年１月１７日（金）午後６時より行う予定です。
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